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問
い
合
わ
せ

　あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
　
☎
24
・
８
０
７
０

　　
児
童
虐
待
が
原
因
で
幼
い
命
が
奪
わ
れ

る
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
全
国
の
児
童
相
談
所
で
の
児
童
虐
待

相
談
対
応
件
数
は
年
々
増
加
し
、
毎
年
、
過

去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
で
は
心
理
的
虐
待
が
最
も
多

く
、
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
ま
す
。
直
接

暴
力
を
振
る
う
身
体
的
虐
待
と
は
異
な
り
、

子
供
の
目
の
前
で
家
族
に
暴
力
を
振
る
う

「
面
前
Ｄ
Ｖ
」
や
暴
言
を
吐
く
な
ど
の
心
理

的
虐
待
。
こ
れ
ら
は
、
子
供
の
脳
に
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
が
研
究
で
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

  

み
ん
な
が
笑
顔
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に

児童相談所での虐待相談の

内容別件数割合（平成30年度）

厚生労働省ホームページより抜粋

※速報値のため数値は変更の可能

性があります

　
少
し
で
も
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
れ

ば
勇
気
を
出
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
の
周
り
に
虐
待
や
差
別
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
か
ら
の
連
絡

が
必
要
な
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
気
付
き
で
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　
児
童
相
談
所
へ
寄
せ
ら
れ
る
虐
待
相
談

は
警
察
な
ど
が
50
％
と
最
多
で
、
そ
れ
に
次

ぐ
の
が
近
隣
や
知
人
か
ら
の
通
告
で
す
。
皆

さ
ん
の
気
付
き
と
行
動
が
解
決
へ
の
糸
口

と
な
り
ま
す
。

　　
近
年
、
80
歳
代
の
親
が
自
分
の
年
金
で
無

収
入
の
50
歳
代
の
子
を
養
っ
て
い
る
８
０

５
０
問
題
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
子
供
が
自
分
の

生
活
資
金
の
た
め
に
親
に
介
護
を
受
け
さ

せ
な
い
な
ど
、
経
済
的
虐
待
や
介
護
・
世
話

の
放
棄
放
任
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
「
自
分
の
家
族
の
こ
と
だ
か
ら…

」
と
親

子
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
早
期
の
相

談
・
支
援
が
重
要
で
す
。

 

　
「
長
期
間
、
自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
、
介
護

や
医
療
な
ど
の
必
要
な
支
援
を
拒
否
す
る
」

「
身
の
回
り
を
清
潔
に
す
る
こ
と
に
無
頓
着

に
な
る
」「
ご
み
を
た
め
込
ん
で
い
る
」
な
ど

の
状
態
に
あ
る
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
。
孤
立

な
ど
を
き
っ
か
け
に
、
年
齢
に
関
係
な
く
陥

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
族
や
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

増
え
る
児
童
へ
の
心
理
的
虐
待

「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら

家
族
の
こ
と
で
も
相
談
を

孤
立
が
招
く
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト

身体的
虐待
25％

性的
虐待 1％

ネグレクト
19％

心理的
虐待
55％

■相談先一覧

小松市くらし安心

ネットワーク協議会

　虐待や自殺、引きこもりの問題、

障がいを理由とする差別など、あら

ゆる問題を解決するために、行政と

関係機関が連携し総合的な対策を

進めています。

高齢者
あんしん部会

●8050問題などの

調査・研究

●消費生活出前講座

障がい者
あんしん部会

●障がい者への理解促進

や差別解消のための

普及啓発（講座、街頭

キャンペーンなど）

児童
あんしん部会

●オレンジリボン

キャンペーン

●母親への育児支援、

虐待予防対策

いのちと
心の部会

●相談先リーフレットの作成・

配布（広報こまつ10月号と

一緒に配布）

●ゲートキーパー研修

DV防止部会

●パープルリボン

キャンペーン

●護身術講座（18ページ

くらしのかんづめに

掲載）連 携

とき　10月31日㈭～11月7日㈭

ところ　アル・プラザ小松

内容　パネル展、パンフレット・啓発物品などの設置

○オープニング式

とき　10月31日㈭11時～11時30分

○イベント

とき　11月2日㈯13時30分～15時30分

内容　森田観光ミニライブ、パネル展クイズ（参加賞を

プレゼント）、出張相談（虐待など）

　児童虐待や障がい者虐待、DV、障がいによる差別

などの防止を呼び掛けます。

とき　11月2日㈯10時～11時　　

ところ　アル・プラザ小松

内容　チラシ、啓発物品の

配布

虐待等防止キャンペーン 街頭キャンペーン

小松市くらし安心ネットワーク協議会 

委員長　土中 伊佐男さん

小松市くらし安心ネットワーク協議会 

いのちと心の部会員　竹田 昇さん

　悩みを抱えているけど身近な

人に相談しにくかったり、金銭

的なことを考えて相談をためら

ったりする人がいます。今回配

布するリーフレット「つながる

ガイド」には、無料の相談先が

まとめられています。家庭で保

管して、困ったときに気軽に

利用してほしいです。

　協議会では護身術講座などの

様々な出前講座を行っています

が、市民の認知度は低いように

感じます。健脚体操など、地域

のイベントと一緒に開催すると

利用しやすくなると思います。

健やかな生活を長く過ごせるよ

うに、出前講座を活用してくだ

さい。

▲

虐待防止に関するパネル展

相談内容 連絡先

児童虐待　 こども家庭課　☎24・8073（月～金曜日　8時30分～ 17時15分）

高齢者虐待　 長寿介護課　☎24・8168（月～金曜日　8時30分～ 17時15分）

障がい者虐待　
小松市障がい者虐待防止センター（ふれあい福祉課内）　☎24・8182
耳の不自由な人専用（メール） shougaisya-gyakutai@docomo.ne.jp

DV（ドメスティックバイオレンス）　
小松市パープルホットライン（あんしん相談センター内）　☎24・8178

（月～金曜日　9時～ 17時※年末年始、祝日は除く）

こころの健康　 いきいき健康課　☎24・8161（月～金曜日　8時30分～ 17時15分）

どこに相談したらよいか分からないもの　 あんしん相談センター　☎24・8070（月～金曜日　8時30分～ 17時15分）


